
第
二
号
の
表
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

新
井
賢
一

群
馬
県
伊
勢
崎
市
間
野
谷
町
六
百
二
十
四
番
地

耕
種
農
業

第
二
号
ロ
の
表
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

宮
下
泰
典

香
川
県
坂
出
市
高
屋
町
九
百
六
十
二
e

二

耕
種
農
業

第
二
号
の
表
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

柿
沼
富
之

群
馬
県
伊
勢
崎
市
境
中
島
六
百
八
十
九

耕
種
農
業

和
佐
田
幸
司

群
馬
県
伊
勢
崎
市
境
保
泉
三
百
九

耕
種
農
業

根
岸
知
弘

埼
玉
県
深
谷
市
矢
島
七
百
五
十
八

耕
種
農
業

１

労
働
安
全
衛
生
法
第
三
十
八
条
第
一
項
の
特
定
廃
熱
ボ
イ
ラ
ー
に
係
る
登
録
製
造
時
等
検
査
機
関
の
事
務
所
の
所

在
地
の
変
更

氏
名
又
は
名
称

事
務
所
の
名
称

変
更
前
の
事
務
所
の

所
在
地

変
更
後
の
事
務
所
の

所
在
地

変
更
年
月
日

公
益
社
団
法
人

ボ
イ
ラ
・
ク

レ
ー
ン
安
全
協

会

宮
城
事
務
所

宮
城
県
多
賀
城
市
栄
二
丁

目
一
番
二
号

宮
城
県
仙
台
市
宮
城
野
区

福
室
境
三
番
百
二
十
八

平
成
二
十
四
年

一
月
四
日

社
団
法
人
日
本

ボ
イ
ラ
協
会

中
部
検
査
事
務

所

愛
知
県
名
古
屋
市
中
村
区

名
駅
二
丁
目
三
十
五
番
二

十
二
号

愛
知
県
名
古
屋
市
中
村
区

名
駅
二
丁
目
三
十
八
番
二

号

平
成
二
十
四
年

一
月
三
十
日

岡
山
検
査
事
務

所

岡
山
県
岡
山
市
北
区
柳
町

一
丁
目
五
番
五
号

岡
山
県
岡
山
市
北
区
新
屋

敷
町
一
丁
目
一
番
十
八
号

平
成
二
十
四
年

三
月
十
九
日

２

労
働
安
全
衛
生
法
第
四
十
一
条
第
二
項
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
及
び
ゴ
ン
ド
ラ
に
係
る
登
録
性
能
検
査
機
関
の
代
表
者

の
氏
名
の
変
更

氏
名
又
は
名
称

変
更
前
の
代
表
者
の
氏
名

変
更
後
の
代
表
者
の
氏
名

変
更
年
月
日

セ
イ
フ
テ
ィ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン

グ
株
式
会
社

田
口
興
一
郎

望
月
武

平
成
二
十
三
年
十

一
月
二
十
九
日

３

労
働
安
全
衛
生
法
第
四
十
一
条
第
二
項
の
ク
レ
ー
ン
、
移
動
式
ク
レ
ー
ン
、
デ
リ
ッ
ク
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
及
び
ゴ

ン
ド
ラ
に
係
る
登
録
性
能
検
査
機
関
の
事
務
所
の
名
称
及
び
所
在
地
の
変
更

氏
名
又
は

名
称

変
更
前
の
事
務

所
の
名
称

変
更
前
の
事
務
所
の

所
在
地

変
更
後
の
事
務

所
の
名
称

変
更
後
の
事
務
所
の

所
在
地

変
更
年
月
日

社
団
法
人

日
本
ク

レ
ー
ン
協

会

道
央
検
査
事
務

所

北
海
道
札
幌
市
中
央

区
大
通
西
十
丁
目
四

番
十
六
号

北
海
道
検
査
事

務
所

北
海
道
札
幌
市
中
央

区
大
通
西
十
丁
目
四

番
十
六
号

平
成
二
十
四

年
四
月
一
日

道
北
検
査
事
務

所

北
海
道
旭
川
市
旭
町

一
条
三
丁
目
二
五
八

二
番
十
一
号

道
南
検
査
事
務

所

北
海
道
室
蘭
市
中
島

町
二
丁
目
二
十
九
番

二
十
号

道
東
検
査
事
務

所

北
海
道
釧
路
市
錦
町

五
丁
目
三
番

４

労
働
安
全
衛
生
法
第
四
十
一
条
第
二
項
の
ボ
イ
ラ
ー
及
び
第
一
種
圧
力
容
器
に
係
る
登
録
性
能
検
査
機
関
の
事
務

所
の
所
在
地
の
変
更

氏
名
又
は
名
称

事
務
所
の
名
称

変
更
前
の
事
務
所
の

所
在
地

変
更
後
の
事
務
所
の

所
在
地

変
更
年
月
日

社
団
法
人
日
本

ボ
イ
ラ
協
会

中
部
検
査
事
務

所

愛
知
県
名
古
屋
市
中
村
区

名
駅
二
丁
目
三
十
五
番
二

十
二
号

愛
知
県
名
古
屋
市
中
村
区

名
駅
二
丁
目
三
十
八
番
二

号

平
成
二
十
四
年

一
月
三
十
日

岡
山
検
査
事
務

所

岡
山
県
岡
山
市
北
区
柳
町

一
丁
目
五
番
五
号

岡
山
県
岡
山
市
北
区
新
屋

敷
町
一
丁
目
一
番
十
八
号

平
成
二
十
四
年

三
月
十
九
日

平成™›年œ月˜�日 水曜日 第œŸ——号官 報
〇
法
務
省
告
示
第
二
百
一
号

出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
第
七
条
第
一
項
第
二
号
の
基
準
を
定
め
る
省
令
（
平
成
二
年
法
務
省
令
第
十
六
号
）

の
表
の
法
別
表
第
一
の
二
の
表
の
技
能
実
習
の
項
の
下
欄
第
一
号
ロ
に
掲
げ
る
活
動
の
項
下
欄
第
二
十
九
号
の
規
定
に

基
づ
き
、
平
成
二
十
三
年
二
月
一
日
法
務
省
告
示
第
四
十
三
号
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
四
年
五
月
十
六
日

法
務
大
臣

小
川

敏
夫

〇
文
部
科
学
省
告
示
第
九
十
四
号

核
原
料
物
質
、
核
燃
料
物
質
及
び
原
子
炉
の
規
制
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
百
六
十
六
号
）
第
六
十

一
条
の
二
十
三
の
六
の
規
定
に
基
づ
き
、
同
法
第
六
十
一
条
の
二
十
三
の
二
の
規
定
よ
り
指
定
保
障
措
置
検
査
等
実
施

機
関
と
し
て
指
定
し
た
財
団
法
人
核
物
質
管
理
セ
ン
タ
ー
か
ら
名
称
の
変
更
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
六
十
一

条
の
二
十
三
の
十
九
第
二
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
十
二
年
科
学
技
術
庁
告
示
第
一
号
（
指
定
保
障
措
置
検
査
等
実

施
機
関
を
指
定
し
た
件
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
四
年
五
月
十
六
日

文
部
科
学
大
臣

平
野

博
文

第
一
号
中
「
財
団
法
人
核
物
質
管
理
セ
ン
タ
ー
」
を
「
公
益
財
団
法
人
核
物
質
管
理
セ
ン
タ
ー
」
に
改
め
る
。

〇
文
部
科
学
省
告
示
第
九
十
五
号

核
原
料
物
質
、
核
燃
料
物
質
及
び
原
子
炉
の
規
制
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
百
六
十
六
号
）
第
六
十

一
条
の
十
四
の
規
定
に
基
づ
き
、
同
法
第
六
十
一
条
の
十
の
規
定
に
よ
り
指
定
情
報
処
理
機
関
と
し
て
指
定
し
た
財
団

法
人
核
物
質
管
理
セ
ン
タ
ー
か
ら
名
称
の
変
更
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
平
成
元
年
科
学
技
術
庁
告
示
第
十
四
号
（
指

定
情
報
処
理
機
関
を
指
定
し
た
件
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
四
年
五
月
十
六
日

文
部
科
学
大
臣

平
野

博
文

第
一
号
中
「
財
団
法
人
核
物
質
管
理
セ
ン
タ
ー
」
を
「
公
益
財
団
法
人
核
物
質
管
理
セ
ン
タ
ー
」
に
改
め
る
。

〇
厚
生
労
働
省
告
示
第
三
百
五
十
八
号

労
働
安
全
衛
生
法
（
昭
和
四
十
七
年
法
律
第
五
十
七
号
）
第
四
十
七
条
の
二
（
同
法
第
五
十
三
条
の
三
及
び
第
五
十

四
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ
り
、
同
法
第
三
十
八
条
第
一
項
の
登
録
製
造
時
等
検
査
機
関
、

第
四
十
一
条
第
二
項
の
登
録
性
能
検
査
機
関
及
び
第
四
十
四
条
第
一
項
の
登
録
個
別
検
定
機
関
に
つ
い
て
、
同
法
第
四

十
六
条
第
四
項
第
二
号
及
び
第
三
号
に
掲
げ
る
事
項
を
次
の
よ
う
に
変
更
す
る
旨
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
百

十
二
条
の
二
第
一
項
第
三
号
並
び
に
労
働
安
全
衛
生
法
及
び
こ
れ
に
基
づ
く
命
令
に
係
る
登
録
及
び
指
定
に
関
す
る
省

令
（
昭
和
四
十
七
年
労
働
省
令
第
四
十
四
号
）第
一
条
の
十
一（
同
令
第
十
条
の
三
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）

及
び
第
十
九
条
の
二
の
規
定
に
基
づ
き
告
示
す
る
。

平
成
二
十
四
年
五
月
十
六
日

厚
生
労
働
大
臣

小
宮
山
洋
子

〇
法
務
省
告
示
第
二
百
三
号

出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
第
七
条
第
一
項
第
二
号
の
基
準
を
定
め
る
省
令
（
平
成
二
年
法
務
省
令
第
十
六
号
）

の
表
の
法
別
表
第
一
の
二
の
表
の
技
能
実
習
の
項
の
下
欄
第
一
号
ロ
に
掲
げ
る
活
動
の
項
下
欄
第
二
十
九
号
の
規
定
に

基
づ
き
、
平
成
二
十
三
年
七
月
十
二
日
法
務
省
告
示
第
三
百
四
十
五
号
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
四
年
五
月
十
六
日

法
務
大
臣

小
川

敏
夫

〇
法
務
省
告
示
第
二
百
二
号

出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
第
七
条
第
一
項
第
二
号
の
基
準
を
定
め
る
省
令
（
平
成
二
年
法
務
省
令
第
十
六
号
）

の
表
の
法
別
表
第
一
の
二
の
表
の
技
能
実
習
の
項
の
下
欄
第
一
号
ロ
に
掲
げ
る
活
動
の
項
下
欄
第
二
十
九
号
の
規
定
に

基
づ
き
、
平
成
二
十
三
年
五
月
二
日
法
務
省
告
示
第
二
百
二
十
七
号
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
四
年
五
月
十
六
日

法
務
大
臣

小
川

敏
夫

š
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